
Cinema 4D Prime R19
商用スタンドアロン標準小売価格

100,000 円（税別）

Cinema 4D Broadcast R19
商用スタンドアロン標準小売価格

187,000 円（税別）

Cinema 4D Visualize R19
商用スタンドアロン標準小売価格

230,000 円（税別）

Cinema 4D Studio R19
商用スタンドアロン標準小売価格

432,000 円（税別）

BodyPaint 3D R19
商用スタンドアロン標準小売価格

115,000 円（税別）

Prime Broadcast Visualize Studio BodyPaint 3D LITE
■  ワークフロー
ビューポートの改善 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
LOD（詳細レベル）ジェネレータ ◎ ◎
テイクシステム ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
モーション / オブジェクトトラッカー ◎
カメラキャリブレーション ◎ ◎
レンズ補正 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
モーションカメラ ◎ ◎ ◎
Alembic サポート ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 入力のみ
Nuke/Photoshop との連携 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
After Effects との連携 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
Houdini Engine との連携 ◎
頂点カラーのペイント ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
外部プラグインのサポート ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
Substance Engine の搭載 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
■ モデリング機能
ポリリダクションジェネレータ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
スカルプト ◎ ◎
ポリゴンモデリング（新ナイフ含む） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
スプラインモデリング ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
デフォーマ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △
メッシュチェック ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
OpenSuvdiv のサポート ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
ソロボタン ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
■ レンダリング
ProRender（GPU レンダラー） ◎ ◎ ◎ ◎
スフィリカルカメラ ◎ ◎
レイトレースレンダリング ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
グローバルイルミネーション ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
IES（配光データ）サポート ◎ ◎
フィジカルスカイ ◎ ◎
フィジカルレンダラー ◎ ◎ ◎
薄膜シェーダ ◎ ◎ ◎
バリエーションシェーダ ◎ ◎
シャドーキャッチャー ◎
セル / 手描きレンダリング ◎ ◎
ステレオ 3D レンダリング ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
Team Render クライアント数 3 3 無制限

機能比較表

製品ラインナップ

Prime Broadcast Visualize Studio BodyPaint 3D LITE
■ モーショングラフィックス
MoGraph ◎ ◎ △
ボロノイ分割 ○ ◎
■ プログラミング
XPresso（ノードベース） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
Python / C++ API のサポート ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
■ アニメーション
キーフレームアニメーション ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
ノンリニアアニメーション ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
バーチャルウォークスルー ◎ ◎
制御タグ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
優先順位をシフト ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
■ キャラクタアニメーション
ジョイント ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
新しいウェイトマネージャ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
コンストレインツ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
リグ / マッスル / ポーズモーフ ◎
ポーズモーフ（ポーズ空間変形） ◎
VAMP（ウェイト・UV などの転写） ◎
ヴィジュアルセレクタ ◎
ドライバタグ ◎
■ シミュレーション
標準パーティクル ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
Thinking Particles ◎
ヘア ◎
リジッドボディ △ ◎
ソフトボディ/ クロス ◎
建築用芝生 ◎ ◎
■ BODYPAINT 3D 機能
OpenGL によるペイント ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
3D ペイントツール ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
UV 編集 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
ProjectionMan ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
■ 素材集
放送用素材 ◎ ◎
建築用素材集 / ハウスビルダー /
パッケージヘルパー ◎ ◎

パラメトリック建具 ◎

※ Cinema 4D LITE は、After Effects CC に含まれているもので単体発売はされておりません。

販売店開発元　マクソンコンピュータ 
〒 141-0021 東京都品川区上大崎 4-5-37 山京目黒ビル 301
Tel. 03-5759-0530　Fax.03-5759-0327　http://www.maxon.net/

国内輸入元代理店　株式会社ティーエムエス 
〒 141-0021 東京都品川区上大崎 4-5-37 山京目黒ビル 301
Tel. 03-5759-0320　Fax.03-5759-0327　http://www.tmsmedia.co.jp

対象ユーザー
・	グラフィックデザイナー
・	イラストレーター
・	インターフェイスデザイン
・	3DCG 初心者
・	ホビーユーザー
・Adobe Photoshop / 

Illustrator ユーザー

対象ユーザー
・	テレビ局
・	映像プロダクション
・	フリーディレクター
・	VJ
・	Web デザイナー
・	After Effects ユーザ
・	NUKE ユーザ

対象ユーザー
・	建築 / 建設会社　　　　
・	建築設計事務所
・	パース制作会社
・	インテリアデザイナー
・	プロダクトデザイナー　　
・	フォトグラファー

対象ユーザー
・	CG プロダクション
・	ハイエンドの建築プロモー

ションムービー作成
・	アニメーションスタジオ
・	多ジャンルの映像制作をこ

なす映像プロダクション
・	プロジェクションマッピング

対象ユーザー
・	ゲーム開発会社
・	3D プリンター出力会社
・	ジュエリーデザイナー
・	テクスチャアーティスト
・	モックアップ制作者
・	デジタル原型師

■ 最低動作環境
Windows 7 SP1 64-bit 以降が動作する SSE3 をサポートした Intel もしくは AMD 64-bit CPU もしくは macOS 10.11.6 もしくは 10.12.4+ が動作する 64-bit CPU の Intel ベースの
Apple Macintosh、4 GB の空きメモリ（8 GB 以上を推奨）、OpenGL 4.1 をサポートした OpenGL グラフィックスカード（専用 GPU を推奨）
GPU レンダラーは、Windows は NVIDIA もしくは AMD、macOS は AMD のグラフィックスカードで OpenCL 1.2 以上のサポートが必要。GPU レンダリングには、最低 4 GB 以上の
VRAM を推奨します。USB ポート、ユーザー登録が必須

GPU レンダラーの ProRender を統合
物理ベースの最終レンダリングの制作にグラフィックスカードの力を使えるよ
うになりました。AMD の Radeon ProRender テクノロジーは、Release 
19 にシームレスに統合されています。Cinema 4D の標準マテリアル、ラ
イト、カメラがサポートされています。AMD チップを搭載した Mac システ
ムと NVIDIA と AMD のグラフィックスカードを搭載した Windows をお使
いの方なら、プラットフォームを気にすることなく、しっかりと統合された環
境により高速で直感的なワークフローで作業できます。

PBR ワークフロー : 新しい PBR マテリアルとライトが物理ベースレンダリング
ワークフロー用に用意されています。

インタラクティブレンダリング : 好きなビューを ProRender 用のビューに指定
できます。オブジェクトに変更やカメラの微調整、マテリアルやライトの変更
もすぐに確認できます。

深い統合 : Cinema 4D のマテリアル、ライト、カメラがそのまま使えます。

クロスプラットフォームで拡張可能 : ProRender はシステム内のすべてのグラ
フィックスカードを使うので、スケールアップが可能です。複数 Radeon カー
ドを搭載した MacPro や AMD と NVIDIA を搭載した Windows でお使い
いただけます。（同一 GPU を推奨します）

蛍ノイズフィルタ : パストレースで発生する蛍ノイズを除去します。

バケットレンダリング : 画像全体をプログレッシブに行うレンダリングと、高解
像度のレンダリングを行う際にメモリ管理を行うためにバケットレンダリング
が選べます。

それは始まったばかり
Release 19 に入っている ProRender は、プロダクトビジュアライゼー
ションや静止画のための素晴らしいオプションですが、提供されている
ProRender の力はほんのわずかです、ゆくゆくはさらなる機能とより深い
Cinema 4D への統合を将来のバージョンで行われる予定です。

VR のためのスフィリカルカメラ
スフィリカルカメラでステレオスコピック 360°バーチャルリアリティビデオと
ドーム投影のレンダリングができます。緯度と経度の範囲の指定する正距円
筒、キューブ（１列、キューブクロス、3x2）で書き出し可能です。極が滑
らかで歪みの最小限にした正確な VR ステレオをレンダリングします。

標準レンダラーのスピードアップ
標準レンダラーでも Embree テクノロジーをサポートしました。高速なレイ
キャストにより、反射と透過が大量にあるシーンが高速化しました。

その他レンダリングの改善
トーンマッピング:  Reinhard やPhoto Linearのような業界標準のトーンマッ
ピングを使用して、ディテールを保持しながら露出を管理します。

バリエーションシェーダ : 新しい UV タイリングオプションとヘアのサポート。

Team Render の検知 : ネットワーク上の Team Render クライアントの検知
とリンクに Bonjour のインストールは必要なくなりました。

レンダリング

GPU レンダリング

ビューポートの大幅アップデート

リグセットアップのスピードアップ

ワークフローの効率化

よりリアルな破壊エフェクト

OpenGL による 3D ペイント

GPU レンダリング / Tube Amplifier © Glen Johnson




